












































































































まず第一 、瓦全の家 が菩提寺の妙満寺と極めて深い関係にあったこと。 『系譜』を見ると妙満寺の貫首や同寺の末寺







































































































































































































































































































































表記で表されるのは瓦全の孫正克ただ一人であり、その代のも と見てい であろうか。また、 「貴嶺扇」の発祥とされる宮中での扇合が、右では「承安」 （一 七一―七四） こととさ 、前掲『喪志編』が「貞和」 （一三四五―五〇）のこととするのと齟齬を来している。前者と解すれば扇を献上した は中山家の初代当主忠親、後者と解すれば六代目の当主定宗 な 。どちらが正しい か俄には判断できないが、いずれにせよ、 『系譜』中に瓦全がお目見えしたと記される中山愛親はこの中山家の後裔、二十一代目の当主に他ならな 。　
それはともあれ、 『系譜』には初代正雅から六代目正克まですべて扇の銘にちなんだ「貴嶺□代の祖」という称号が付













































































































































































で亡くなっているため、それ以降 誕生 推測 れる。十八歳で没したとされるが、明治十八年に建仁寺でこ 祭事を営んでいる点、仮にその年に亡くなったとしても、明治元（一八六八）年の生まれとなる（時に正家三十七歳） 。死因は明記されておらず もともと蒲柳の質であったとも考えられるが、そうでなくともこれだけ大きな祭事を（たとえ後見人が付いていたにせよ）十代の少年が取り仕切るのは並大抵の苦労ではなかったはずだ。享年から推測するに、この祭事から程を経ずに逝去したと考えられるが、あるいはそ 心労 災いしたのではないかと推測したくな ところである。　
祀られた楠公は明治十三（一八八〇）年に正一位を追贈されており、ちょうど人々の関心が集まった時期に催されたこ


























中に写し取られている。それによると有栖川威仁親王・細川潤次郎・千田貞暁・折田彦市の四氏は後醍醐天皇の綸旨ほか、三十点以上もの貴重な遺品を観覧。有栖川親王が鎧を直接着けて御覧になったことや、細川氏が楠公の妻滋子の手になる『伊勢物語』の書写本に驚嘆し、他の資料も含め今後二・三日通い詰めて熟覧したいという意向を示したことなどが報道されたという。この記事は『日出新聞』明治二十六年四月十一日（火） ・第二四一七号（一面六段目）に「 遺物」という見出しで掲載されており、内容的にも『系譜』の記載と齟齬 きたすところはない。　
さらに翌（一八九四）年一月には前掲細川氏の仲介によって京都帝国大学に『楠家傳來重寶寫巻』 『同證書巻』二巻が








姿を消し去ってしまった。単純計算をすれば、一年に一点ずつ貴重な伝来品は姿を消していった計算になる。 『系譜』中に記された岡山藩への献上品や先の新聞記事に見られた大石良雄への寄贈の一件などを見ると、もともと同家には懇意にする者や懇望する者には伝来品を気前よく寄贈・献上したり、求められるままに貸与してきた形跡がうかがわれる（御当主からの伝聞によれば、先に挙げた有栖川親王訪問の際にも何点かが献上されたらしい） 。しかし、正家没後数十年の間に伝来品喪失の危機は徐々に深刻化していった う 見受けられる。 プライバシー 関係もあり具体的な引用は避けるが、『系譜』一巻の巻末には伝来品や遺産を守り抜こうとした母（すなわち正家の妻）に対する正彦自身の讃辞が捧げられている。　
それを見ると、他家に貸し出されたまま放置されていた物も何点かあったようだ。いったん価値あるものとしての噂が




や、太平洋戦争末期の混乱時に行方不明になったり焼失したりしたものも少なからずあったという。今となってはその行方を追うことは難しく、焼失したものは二度と戻 ては来ない。一族が代々伝えてきた家宝は、まさに一炊の夢のごとくその姿 消し去ってしまった である。　
しかし、一家の伝来品は儚く消え去っても、人々が生きた証だけは今日も妙満寺に残されている。楠繁夫こと正家だけ


































































 当日（明治十年七月十九日）の新聞記事は未見だが 後掲『日出新聞』明治十八年七月二十一日（火） ・第八十八号（三面四段目）
の記事の中に、その時のことが言及されている。
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楠公の末裔たちの幕末・明治
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凡例
●煩雑さを避けるため、傍系
や「女子」と記された部分は省略した。また、生没年以外の略伝等もすべて省略した。
●『大系譜』『系譜』ともに生年が記されていない場合も多いが、享年から割り出せるものは全て補った。逆に手が
りとなる記載が全くない場合は「？」で示した。また「正盛」「正元」の没年がそれぞれ元中十、十二年と記されているが、南朝の年号である元中 九年ま しかなく、それ以後は北朝の年号である明徳に統一される。従って統一年号で言えば、元中十年は明徳四、同十二年は応永二年のことと推測されるが、任意に改めず『大系譜』の記載のままとした
●『系譜』には、「正亮」に関して「贈正三位左近衛中将河攝泉三州之太守橘正成卿十五代之後胤
、、、、、、
」
と記されており
それを基準にしてそれ以降の当主の代数を私に算用数字で示した。
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